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Title筆記によって外傷体験を開示することが精神的健康に及ぼす効果 : 2週間フォローアップスタディ





















ている(例えば、 Pennebaker，Kiecolt-Glaser， & Glaser， 1988) 0 Pennebaker (例えば、






































首都圏近郊の 4年生私立大学に在籍する大学生516名に対して、 Impactof Event 
Scale-Revised (Weiss & Marmar， 1997、以下、 IES-Rと略記〉日本語版(飛鳥井、 1999)、
外傷体験調査表の各質問紙を実施し、対象者を抽出した。
IES-Rは外傷後ストレス障害の想起症状と回避症状、過覚醒症状の生起頻度を測定する



































































定 C0 =体験なし、 1=なんともなかった~4=非常につらかった)を求める。合計得点は
o ~140点であり、高得点であるほどその度合いが大きいことを示す。
2)精神的健康への効果変数
精神的健康への効果変数として、 IES品、苦痛度、 GeneralHealth Questionnaire 28項





























pre 実験後 1週間FU 2週間FU pre 実験後 1週間FU 2週間FU
Mean(SD) Mean(SD) Mean(SD) Mean(SD) l，[ean(SD) Me叩 (SD) Mean(SD) Mean(SD) 
ストレッサ 24.4(12.9) 20.9(1.7) 18.1(14.4) 26.1(7.94) ・ 26.4(12.7) 23.0(11.6) 
IES-R 26.0(11.3)・ 15.9(12.0) 14.4(14.5) 31.6(13.3) ー 11.9(10.8) 6.43(5.74) 
苦痛度 5.57(.73) 4.71(1.16) 4.57(1.40) 4.15(1.64) 5.38(.48) 4.13(1.69) 3.63(1.22) 3.29(1.64) 
GHQ28 7.71(6.73) 5.43(7.46) 3.71(4.20) 8.50(4.80) ・ 6.50(5.15) 6.43(3.84) 
Mean(SD) Me出，(SD)
年齢(歳) 20.13(1.64) 20.90(.69) 
GHQ=General Health Questlonnaire 
IES日R=Impactof Event ScaJe-Revlsed 
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定時期(プリアセスメント、 1週間後、 2週間後)を要因とする 2要因の分散分析が行われ
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